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５．2016 年度における煙霧日の事例解析 

５．１ 煙霧日の事例解析 

黄砂と同様に、粒子の影響で視程の低下をもたらしているものに煙霧がある。気象庁での煙霧の定義

は、「乾いた微粒子によって視程が 10km 未満となった場合で、乾いたとは湿度 75％未満」としている。 

煙霧は、黄砂時よりも微小粒子状物質（PM2.5）の割合が高くなる等、健康に対する影響も懸念され、

また今般では黄砂と並んで社会的な関心も高まっている。 

そのため、本調査では黄砂と並び、煙霧の状況もまとめた。これまでの調査から長距離移流を原因と

した煙霧の特徴としては、概ね次のようなことが考えられる。 

 

   ・後方流跡線が中国沿岸部からの大気の流れを示す 

   ・気圧配置で、移動性高気圧が日本を通過している 

   ・硫酸イオンの濃度が上昇する 

   ・CFORS の「硫酸塩エアロゾル（大気汚染物質）」（sulfate）の予想分布で、 

硫酸塩の移流が予測されている 

   ・PM2.5/SPM の比が大きい（粗大粒子の割合が小さい） 

 

５．２ 2016 年度の煙霧日 

2016 年度に日本で観測された煙霧のうち、10 地点以上で同時に観測された事例は、表 5-2-1 に示す

とおりである。なお、PM2.5/SPM（SPM20μg/m3以上）は 0.7 から 0.9 程度で、黄砂時（ 0.6 から 0.7 ）

と比較し、若干高い値を示した。 

 

表5-2-1 2016年度の煙霧日一覧               （SPM および PM2.5濃度：μg/m3） 

事例 No. 

期日 煙霧の規模 
SPM 
平均 
濃度 

PM2.5/SPM 
PM2.5/SPM 
（SPM20 以上） 年 月 日 

地
点
数 

PM2.5 

平均濃度 
県
数 

PM2.5 

積算 

PM2.5 

積算 
合計 

1 

1 2016 5 24 3 30.8 3 92.4 

1163.0 

35.7 0.84 0.84 

2 2016 5 25 4 29.5 4 118.0 38.7 0.77 0.77 

3 2016 5 26 4 24.1 4 96.4 31.2 0.77 0.76 

4 2016 5 27 9 41.6 8 332.8 48.9 0.84 0.84 

5 2016 5 28 11 30.9 10 309.0 40.3 0.78 0.78 

6 2016 5 29 7 23.3 6 139.8 32.8 0.74 0.72 

7 2016 5 30 2 12.2 2 24.4 31.0 0.56 0.48 

8 2016 5 31 3 25.1 2 50.2 31.6 0.81 0.81 

2 

9 2016 12 4 2 20.4 2 40.8 

218.2 

22.8 0.90 0.89 

10 2016 12 5 1 21.7 1 21.7 26.2 0.93 0.79 

11 2016 12 6 11 17.3 9 155.7 22.4 0.80 0.74 

3 

12 2017 3 5 2 17.4 2 34.8 

270.3 

23.2 0.81 0.74 

13 2017 3 6 12 18.4 12 220.8 25.7 0.83 0.79 

14 2017 3 7 1 6.6 1 6.6 10.3 0.70 ― 

15 2017 3 8 1 8.1 1 8.1 11.5 0.83 ― 
 
※「PM2.5/SPM」は煙霧が観測された県の測定局毎に PM2.5/SPM を算出し、それを平均したものであり、表中の「SPM
平均濃度」と「PM2.5平均濃度」から算出したものではない。 

※「PM2.5/SPM（20μg/m3以上）」は、「PM2.5/SPM」で抽出した測定局データのうち、SPM 日平均値が 20μg/m3未満の
データを除外したうえで、平均値を算出したものである。 

※「PM2.5/SPM（20μg/m3以上）」の「―」は、煙霧が観測された県で SPM 日平均値が 20μg/m3以上の測定局がなかった
ことを示す。  



 

40 

５．３ 煙霧日の解析結果 

（１）煙霧事例１（2016 年 5 月 24 日～31 日） 

煙霧は、5 月 24 日～31 日で長期にわたって観測された。5 月 24 日～26 日は関東を中心に 3～4 地点

で観測された一方で、5 月 27 日～28 日は日本海側を中心に観測されている。 

天気図では 5 月 24 日に日本全国が高気圧に覆われるものの、低気圧と前線が東進し、前線が日本南

岸に数日にわたって停滞していることが示される。また後方流跡線をみると、札幌は、中国北部からの

流跡線を示すことが多い傾向にある。一方、富山と福岡は、5 月 27 日から北京や上海からの気流を示し

ている。 

PM2.5濃度は煙霧の観測地点と同様に、5 月 24 日～26 日で関東を中心に環境基準値の超過地点がみら

れる。さらに 5 月 27 日以降では西日本を中心に非常に広い範囲で PM2.5環境基準値が超過した。 

CFORS では、sulfate が大陸から日本全国へ影響を及ぼしている様子を示している。福岡県では、硫

酸イオンが 5 月 26 日から上昇し、5 月 27 日には最大で 17μg/m3を超える高濃度を示した。 

 この期間、岩手、神奈川、福岡で成分分析が行われたが、福岡以外の地域では煙霧の観測がなく、PM2.5

濃度も低い状況であった。福岡の結果は、図 5-3-1-9 のとおりであり、5 月 26 日と 27 日でイオン成分

が上昇しており、それぞれの硫酸イオンの濃度は 12μg/m3、15μg/m3であった。なお、成分分析の詳細

な結果は、「７．２ PM2.5環境基準値を超過した日で黄砂もしくは煙霧が観測された地点の PM2.5成分

濃度」で後述した。 

以上のとおり、本観測期間の前半と後半でその様子が異なっており、前半は関東を中心とした地域的

な汚染によるもの、後半は大陸からの越境により日本海側を中心に影響が及んだ事例と考えられる。 

 

 

表5-3-1-1 煙霧観測地点 

年 月 日 
地点
数 

煙霧観測地点 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

2016 5 

24 3 前橋 銚子 津        

25 4 宇都宮 前橋 熊谷 新潟       

26 4 前橋 甲府 長野 長崎       

27 9 青森 金沢 松江 下関 松山 福岡 長崎 熊本 鹿児島  

28 11 
山形 宇都宮 前橋 熊谷 東京 新潟 富山 金沢 松江 岡山 

広島          

29 7 宇都宮 銚子 東京 金沢 長野 名古屋 広島    

30 2 下関 長崎         

31 3 松江 長崎 鹿児島        
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図5-3-1-1 黄砂･煙霧観測地点  
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図5-3-1-2 天気図 
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図5-3-1-3 後方流跡線 
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図5-3-1-4 Hazeの観測状況 
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図5-3-1-5 PM2.5の日平均値全国分布 
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図5-3-1-6 CFORS予測結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-1-7 硫酸イオン濃度 
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図5-3-1-8 中国･離島･福岡でのPM2.5濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-1-9 PM2.5成分分析結果 
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（２）煙霧事例２（2016 年 12 月 4 日～6 日） 

煙霧は、12 月 4 日～6 日の 3 日間で観測され、12 月 4 日に関東で 2 地点、12 月 5 日に下関 1 地点で

の観測であったものが、12 月 6 日には、近畿と九州の複数地点となった。 

天気図では、低気圧が東進し、12 月 6 日に西高東低の気圧配置であり、後方流跡線は、福岡では上海

からの気流を示している。この期間の Haze は大陸で非常に広い範囲で観測されている。また 12 月 5

日～6 日では砂塵嵐も観測されている。 

PM2.5 は関東と九州を中心に高濃度を観測し、複数地点で環境基準を超過している。CFORS では、

sulfate が大陸から日本全国へ影響を及ぼしている様子を示している。なお、北京では、12 月 3 日～4

日に最大で 500μg/m3を超える高濃度の PM2.5を観測した。 

 

表5-3-2-1 煙霧観測地点 

年 月 日 
地点
数 

煙霧観測地点 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

2016 12 

4 2 前橋 甲府         

5 1 下関          

6 11 
甲府 津 奈良 下関 福岡 佐賀 長崎 熊本 宮崎 鹿児島 

那覇          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-2-1 黄砂･煙霧観測地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-2-2 天気図 
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図5-3-2-3 後方流跡線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-2-4 Hazeの観測状況  
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図5-3-2-5 PM2.5の日平均値全国分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-2-6 CFORS予測結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考）この期間は太宰府の硫酸イオンが欠測していたため、九州大学のデータを使用した。 

 

図5-3-2-7 硫酸イオン濃度 
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図5-3-2-8 PM2.5/SPMの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-2-9 中国･離島･福岡でのPM2.5濃度 
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（３）煙霧事例３（2017 年 3 月 5 日～8 日） 

煙霧は、3 月 5 日～8 日の 4 日間で観測され、3 月 6 日には関東と九州を中心に 12 地点で観測された。

その後 3 月 7 日～8 日は宇都宮のみで観測されるものの、栃木県内の SPM 濃度の日平均値は 10μg/m3

と非常に低いものであった。 

天気図では、低気圧が東進し、3 月 7 日に西高東低の気圧配置となった。後方流跡線は、福岡が上海

や北京からの気流を示しており、この期間の Haze は大陸で非常に広い範囲で観測されている。 

PM2.5 は関東を中心に高濃度を観測し、いくつかの地点で環境基準を超過している。CFORS では、

sulfate が大陸から日本全国へ影響を及ぼしている様子を示している。 

PM2.5/SPM は、栃木で 0.5～1、福岡で 0.7～1 の値を示した。また 3 月 4 日に北京で約 160μg/m3の

PM2.5が観測された。 

 

表5-3-3-1 煙霧観測地点 

年 月 日 
地点
数 

煙霧観測地点 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

2017 3 

5 2 宇都宮 長野         

6 12 
宇都宮 前橋 熊谷 長野 名古屋 松山 福岡 佐賀 長崎 熊本 

大分 宮崎         

7 1 宇都宮          

8 1 宇都宮          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-3-1 黄砂・煙霧観測地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-3-2 天気図 
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図5-3-3-3 後方流跡線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-3-4 Hazeの観測状況  
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図5-3-3-5 PM2.5の日平均値全国分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-3-6 CFORS予測結果 
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備考）この期間は太宰府の硫酸イオンが欠測していたため、九州大学のデータを使用した。 

 

図5-3-3-7 硫酸イオン濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-3-8 PM2.5/SPMの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3-3-9 中国･離島･福岡でのPM2.5濃度 
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